
■背景・課題
• 食料供給基地である福島県で原子力災害が発生し、土壌・陸海水の汚染により食料の安心安全を脅かす状況。

廃業する農家、購買回避する消費者の出現。
→我が国の食料の安定供給にかかる問題

• 汚染地域での新たな営農システムの確立、食産業クラスターの創設、新エネルギーの創造、食の安全性を担保する
検査方法の確立とその担い手育成は、福島県の復旧・復興に不可欠であり、我が国の食料の安定供給に繋がる。

■目的・ねらい
• 原子力災害から農山漁村の復興には、人づくり、地域づくり、産業づくりが重要。
• 放射能、食や農に関する幅広い知識（自然科学、農学から社会科学まで）と、これを復興への具体的な礎とするため

の構想力や実現力を培うことが不可欠。

【本プログラムの講義・実習】
・放射能と地域経済
・地方財政システム論
・放射能と食物生産
・農業経営実習 etc

【Ⅰ. 基礎研究】
現象と対策の解明

【Ⅱ. 教育・人材育成】
教育プログラム開発

【Ⅲ. 支援・実践】
研究・開発の社会的実装

【Ⅳ. 福島の復興・再生】
故郷と生きる糧の再生

■ベラルーシ 『サハロフ名称国際環境大学』
放射能教育を通じて各業界に人材を輩出
（モデル先行事例）

福島の復興・再生の担い手（候補）
①本学学生
②復興・再生の担い手となる若者
③社会人（関連界、行政、教員ら）

①基礎研究による学術的知見
②技術開発の蓄積

福島大学全学及びセンター

≪研究開発≫と≪地域や産業界≫
のマッチング

①市民レベルにおける放射能
測定の知識・技能の習得

②農業生産における吸収抑制
の技術と知識の習得

③食品加工段階における吸収
抑制技術の習得

④放射能を克服する地域社会
・経済・産業の担い手育成

⑤新産業（エネルギー含）の
開発と創造の担い手育成
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ふくしま未来食・農教育プログラムの開発及び実施

原子力災害とその復興・再生に関心を寄せ、農学、環境学、農業経営などを学ぶ学生、農業生産者、行政
職員及び学校教員などの社会人を対象とした「ふくしま未来食・農教育プログラム」を開発し、高い専門性と
実行力を備えた人材育成を行う。本プログラムにより高度な知識と素養を備えた復興の担い手を育成する
ことで、被災者自身による実践的活動をサポートし、福島大学の農山漁村の復興を実現。
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【本学学生：約10名】 多様な視野を
持って長期的に復興に関わる人材

・農業関連機関の就職志望者
・食品関連企業の就職志望者
・行政職員・教員志望者

【農業生産に関わる授業科目例】
◆食物生産と放射能（土壌学/栽培学etc）
・陸域環境と放射能（森林科学/造園学etc）
・水圏環境と放射能（海洋科学/陸水学etc）

◆農業経営実習

【関連分野の授業科目例】
◆地域計画論

◆環境社会学・公害論
・地方財政システム論
・放射能と健康・保健
・食品と栄養の科学
・エネルギー論

・市民社会論（協同組合/ボランティア）

【食料流通に関わる科目例】
◆放射能と地域経済（農業・食糧経済学）
◆フードシステム論
・産業創造論（企業論/社会起業論）
・街づくり・観光論
・マーケティング・流通論

【農業生産・経営コース】

【食料流通・ビジネスコース】

【多
様
な
連
携
主
体
】

【地方公共団体・地域協議会】

【関連分野の企業／業界団体】

【国内外の大学・研究機関】

福島県農業総合センター

連携大学・連携研究機関

地元農業高校・農業短期大学校

ベラルーシ・ウクライナの各機関

【社会人：約20名】 即戦力として
地域の食と農の再生を担うリーダー

・農業者／農業関連機関
・食品関連企業／避難者
・行政職員／学校教員

【若者：約10名】 産業復興の担い手

・農業高校卒業者
・農業後継者、就農志望者
・食と農に関心のある若者
・避難者

現場のリアリティ還元／大学の地域支援ネットワークの構築
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本教育プログラムは、福島大学が原子力災害の最前線にある地元大学として地域の復興・再生を支援するとともに、それに資する高い専門性と
幅広い素養を持った人材を育成する。本学学生のみならず、農林水産業の復興・再生を志す若者、復興と再生の最前線にある農業者、農業関連
機関・食品関連企業の職員、行政職員、学校教員、及び避難者といった社会人の再教育にも意識的に取り組み、多様な主体によるオール福島で
の食と農の復興・再生を目指す。 本プログラムで形成される人的ネットワークは、受講生間の連帯を構築するだけでなく、福島大学、ひいては全
国の研究・教育機関が被災地との強力なパイプを確保し、最新の研究成果や技術を迅速に地域に還元してゆく等、復興・再生の“インキュベー
ター”としての存在感も発揮する。

『ふくしま未来食・農教育プログラム』の実施体制

【実
施
主
体
】

福島大学の全学
およびセンター

・経済経営学類
・共生システム理工学類
・行政政策学類
・人間発達文化学類
・ うくつしまふくしま未来支援センター

本プログラム専任教員（新採用）

復興支援関連の研究者・事務員

インキュベーター
機能の実現

下線は専従教員が担当。◆は新設科目。
その他は連携部局の提供科目の読み替え。

【協同組合／NPOなど】








